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北海道大学農学部演習林研究報告第49巻第2号 363-374(1992) 

ハバロフスク市と南サハリン諸都市における

イエスズメ Passel・domesticusと

スズメ P.montanusの分布状況

石城謙 亡と*
口

The Distributions of the House Sparrow， Passer domesticus， 

and the Tree Sparrow， P. montanus， in Khabarovsk 

and Cities in Southern Sakhalin. 

By 

Kenkichi ISHIGAKI* 

要旨

363 

l. ハバロフスク市と南サハリンの市街地で， ヨーロッパ地域からの侵入種であるイエスズメ

Passer domestic附と在来の近縁種であるスズメ P.montan附の分布状況を調べた。

2. ハパロフスク市内では現在もスズメが圧倒的に多く，イエスズメは市街地中心部とハパロ

フスク駅周辺のみで観察された。そのほか，郊外の空港の建物周辺でもイエスズメが見られ

た。

3. これらの3ヶ所で，イエスズメはスズメと混生しており，行動には顕著な差異が見られな

かった。

4. サハリン州南部地域の諸都市ではスズメは多数見られたがイエスズメはまったく見られ

ず，南サハリンにはイエスズメはまだ侵入していないと思われる。

5. このことから， 1990年に利尻島で確認されたイエスズメは沿海州から飛来したものと考察

した。

6. 市街地生活への適応がより進んだ種類と見なされているイエスズメが，侵入後50年を経た

今もハバロフスク市内でスズメに対して優勢にならずにいるのは，緑地，街路樹等がきわめ

て多いハパロフスグ市の特殊な都市環境によるものと考察された。

キーワードl.スズメ 2.イエスズメ 3.都市鳥 4.侵入種 5.種間競争

1991年3月31日受理 Received March 31， 1992. 

事北海道大学農学部附属苫小牧地方演習林

Tomakomai Experiment Forest， Faculty of Agriculture， Hokkaido University. 
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はじめに

イエスズメ Passerdomesticusはもっとも典型的な市街地の鳥として世界的に知られ，現

在では南北アメリカ大陸やニュージーランドなどを含む，世界各地の都市に分布している。し

かしそのもともとの分布域はユーラシア大陸のウラル山脈以西の地域と北アフリカの一部であ

る。これに対して，ユーラシア大陸東側のアジア地域の市街地には同じスズメ属のスズメ P.

montanusが古くから住んでいる。ただしスズメはアジアだけではなくユーラシア大陸西側の

ヨーロッパ地方にも分布していて，そこでイエスズメと地理的には分布域を重複させているの

であるが， ヨーロッパではアジア地域の場合と違ってほとんど市街地には入らず，村落周辺の

山林地帯に生息する鳥になっている。

ところが1904年にヨーロッパとアジアをつなぐシベリア鉄道が出来て以来イエスズメの

東進が始まり，すでにアムール川河口のニコラエスクにまで達していることが知られている。

ニコラエスクへのイエスズメの到達は， LONG(1981)は1932年とし， SUMMERS-SMITH (1988) 

は1929年としているが， BOROVIEV (1954)は1932年にはイエスズメはまだ極東地域のどこに

も見られなかったが， 1949年にはハバロフスク市の中心部で少数が確認され，またその分布が

ニコラエスクにまでおよんでいたと記している。いずれにせよ，今世紀の前半にイエスズメが

ロシア極東地方に進出したことは間違いない。

こうしたことから，やがてイエスズメはサノ、リンを経て北海道にまで分布域を広げてくる

ものと予測されていた(石城1986，佐野1988，唐沢1989)。それが最近になって， 1990年8月

に佐野(1990)によって利尻島で初めてイエスズメが確認された。また同じ1990年7月には福

田 (1991)がサノ、リン北端の町オハでやはりイエスズを確認している。これらのことは，イエ

スズメがすでに極東地方の多くの市街地をヨーロッパの都市と同じように占居する状況になっ

ていることを予想させる。しかし，極東ロシアにおける近年のイエスズメの実際の状況につい

ての情報はきわめて乏しく，ハバロフスクに関してはCHERNYKH(1967)がイエスズメが都心

部の木造住宅で繁殖していることを記している程度で，極東地方におけるイエスズメとスズメ

のくわしい分布関係についてはまだほとんど報告がない。

筆者はたまたま 1989，'90， '91年の毎年夏期に，三回にわたってハパロフスク市とサハリ

ン州の南部を訪れる機会があり，その際にイエスズメとスズメの分布状況に関する調査を行っ

てきたのでここにその結果を報告する。

調査の範囲と時期

スズメ類の観察を行ったのは極東沿海地方のハパロフスク市とサハリン州のオノール(北

緯50.1度〉以南の諸都市である(図1)。ハバロフスク市ではハパロフスク駅西側のシェルチェ

フ通りとレーニン通りにはさまれた区域で調査を行った。またサハリン州では図7に示される



、パロフスク市と南サハリン諸都市におけるイエスズメPasserdomestiαωと
スズメP.montanusの分布状況(石城 365

南部の 29の市街地で観察を行った。

調査期聞は，ハバロフスク市では1989年の 7月18日と 19日，'90年の 7月20日から 23日

までの 4日間および'91年の8月3日である。またサハリン州、|で、調査を行ったのは1989年7月

14日から 18日までの5日間，'90年7月11日から 19日までの9日間および'91年7月25日か

ら8月2日までの9日間である。
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図1.調査区域

Fig. 1 Surveyed area. 
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調査方法

ハバロフスクでは，1989年と'90年の二回の調査で調査区域内のほぼ全街路を踏査し，碁盤

目状に配置された街路のほぼすべてについて，角から角までの区間ごとに観察されたスズメと

イエスズメの個体数を記録した。また '90年と翌 '91年の調査時には両者の採餌，給餌，砂浴び，

社会行動などについて出来る限りの記録を行った。

一方サノ、リンでは，多くの都市での観察は汽車，車での通過時に限られたが，ここではイ

エスズメがすでに渡来しているか否かの確認のみを目的とし，市街地ごとにスズメ，イエスズ

メの有無のみを記録した。短時間の観察も多かったが市街地ではスズメ類はきわめて人目につ

き易いことから，状況の把握はできたとみている。

市街地の概況

1. ハバロフスク市 ノリミロフスク市は，古くからアムーノレ川の水運の拠点として知られ，

完成当時のシベリア鉄道の終着点でもあった極東ロシアの中心都市である。人口は現在65万人

とされている。

調査を行った区域では北側からシェノレチェフ通り，北公園通り (緑樹帯)，"7ノレタス通り，

南公園通り (緑樹帯)， レーニン通りの 4本の通りがほぼ平行に東西に走り，さらに南北に走る

多数の街路がそれらをつないで碁盤目状の街路網をなしている。

日本の多くの都市の場合と比べてのきわだった特徴は，街路樹が多いことである。各通り

とも車道の両側にはかなり幅の広い歩道帯があり，この車道一歩道聞と歩道一建物聞はすべて

ドロノキ，マンシュウニレなどの並木になっている(図 2)。このほか，市街地の中には二本の

大きな緑樹帯〔公園通り〕と多数の公園，広場等があり，さらに建物の周辺も含めて欝蒼とし

図2 ハパロフスク市の街路〔ツノレゲーネフ通り)

Fig. 2 Landscape of Khabarovsk City CTurgenev Street) 
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た樹木に覆われている。そのため，市街地全体が緑に包まれている観があった。また市内には

近代的な高層建築は比較的少なく ，古い木造住宅も各所に見られた。

2. サハリンの市街地 サハリン州の各都市の市街地も同様に街路樹が多く (図3)，また

かなり小さな集落でも公園 ・緑地が確保されているのが目立った。ただしユジノサハリンスク，

ホノレムスク，ポロナイスクなどのような拠点都市以外は一般に小規模の集落が多く ，道路の多

くは舗装されておらず，建物は木造の平屋建が多かった。

図3.南サハリンの地方都市の景観 〔マカロフ〉

Fig. 3 Landscape of a local town in southern Sakhalin CMAKAROV) 

結果

1. ノ、ノtロフスクにおけるスズメとイエスズメの分布

1989年と'90年にノ、パロフスク市の調査区域内でカウントできたスズメとイエスズメの総

個体数はススメ 1，957羽，イエスズメ 134羽であった。ハノζロフスクの市街地では現在も圧倒

的に多いのはスズメの方で，イエスズメはそれに比べてきわめて数が少ないことがわかった。

図4は1989，'90年の観察結果を各街路の区間ごとにまとめて両者の比率を示したもので

ある。これを見ると，スズメは調査区域内の市街地全域に多数生息しているがイエススメの分

布は繁華街であるマルクス通りのシェノレノフ通りとの交差点からツノレゲーネフ通りとの交差点

までの範囲と駅周辺にほとんど限られていることがわかる。なお，このほかにノ、ノミロフスク市

街地から約 8km離れた地点にある空港の建物周辺にもイエスズメが見られ，ここでのスズメ

とイエスズメの観察個体数の 1990，'91年の二年分の合計は，スズメ 98羽，イエススメ 87羽で

あった。これらのイエスズメの分布域は1989年と'90年でまったくかわっていなかった。

イエススメが観察されたこれら三つの地点，マノレタス通り南半部，ハハロフスク駅周辺と

ハノミロフスク空港に共通する特徴は，ノ、ノミロフスクでは珍しく樹木に覆われていない場所であ
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図5. イエスズメの生息場所(左一マルクス通り繁華街，右ー空港)

Fig. 5 Habitats of Passer dom回tiats(Left-Down town of Marcus Street， Right-Airport) 

ること， きわめて人混みが多いこと，また，パン，ケーキ，ソフトクリームのコーンなどの食

べかすが常に路上に散乱していることなどである。 これらの場所ft/、パロフス Fでもっとも雑

踏の激しい都会的な環境の場所と言える 〔図 5)。

2. スズメとイエスズメの行動 イエスズメは，これらの地点でスズメとともに路上の残

飯類をさかんにあさっており，また街路樹の根元の地面などでしきりに砂浴びをしているのも

観察された。たまたま観察期間がスズメ，イエスズメの巣立ち終了後の時期にあたっていたた

め，彼らの多くは家族集団で行動していた。

また，イエスズメ が観察されたこれら三地点とも，彼らはスズメと完全な混生状態にあっ

た。今回の調査では両者の営巣場所は観察できなかったが，採食，砂浴びなどはまったく混じ

りあって行っていて，時にはイエスズメのヒナ鳥がスズメの親鳥に給餌を求めようとする光景

なども見られたほどであった。さらにスズメとイエスズメの個体聞にははっきりした種聞の優

劣差は確認されず，同種間と異なる異種個体聞の対立等も今回の観察ではまったく認められな

かった (図6)。

3. サハリン南部における観察結果 図7は，1989， '90， '91年のサハリンて、の観察結果を

示したものである。観察を行うことができた範囲はコノレサコフ(北緯46.6度〕からオノーノレ(北

緯 50.1度〕にいたる 29の市街地である。訪れることのできたすべての市街地て‘おびただしい

数のスズメが観察されたが，イエズズメはまったく見られなかった。また，各地での聞きとり

の結果からも，イエスズメらしい鳥の存在はうかがえなかった。

考 察

スズメ属の鳥には，イエスズメやスズメのほかにも人間の集落に住む習性を持つものが多

い。たとえば，普通はヨーロッパの原野に生息するスベインスズメ P.hispaniolensisはイエス
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図6. スズメ (Pm)とイエスズメ (Pd)の混生状況

Fig. 6 Mixed f10cks 01 Passer domesticcus(Pd) and P. monta即時(Pm)

ズメがし、ない島などでは集落に住んでいる場合があり，アジアのニューナイスズメ P.rutilans 

L 北海道やサノ、リンなと'で‘は山林に生息しているがスズメがし、ないヒマラヤの高地などでは

村の中に入り込んでいることが知られている(山階1980)。しかし，スズメ属の2種類以上の鳥

が同じ市街地に混生する例はこれまでほとんど知られておらず，特定の 1種類のみが市街地を

占居しているのが普通である。

これは彼らの種間競争によるものとみられている。同じスズメが，アジアでは典型的な市

街地の鳥であるにもかかわらずヨーロ ッパでは山林に生息しているのも，市街地生活への適応
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図7. サハリン南部におけるスズメ類の調査結果
(すべての市街地でスズメのみが観察された〉

Fig. 7 Result of observation of sparrows in southem Sakhalin. 
(Only Passer montanus was observed) 

がより進んだ近縁種であるイエスズメとの競争の結果と考えられているのである。 19世紀の半

ばに北米に持ち込まれたスズメとイエスズメのうち，イエスズメが全米の市街地に分布を拡げ

たのに対してスズメはセントルイス市の町外れの一角に定着しているだけである(FORBUSH& 

MA Y 1936， POUGH 1946)のもこうした見方を裏付けるものとみなされる。

こうしたことから，極東地方に進出したイエスズメは在来のスズメと入れかわって市街地

を占居し，やがてサノ、リン，北海道へと分布域を拡大してくるものと予想されていた。福田
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(1991)，佐野(1990)によるオハと利尻島でのイエスズメの確認は，その予測が現実のものと

なったことを示すものと見られている。

しかしながら，今回の調査から明らかなように，ハバロフスグやサハリンの市街地がすで

にイエスズメによって占居されてしまっているわけではけっしてない。ノ、パロフスク市街地で

はイエスズメはごく限られたせまい範囲に見られたに過ぎず， BOROBIEV (1954)が述べた1949

年の状況と変わっていないことがわかった。ハパロフスク市以外の極東地方大陸の各地の状況

については，藤巻ら(1989)および藤巻 (1991)によれば，ハパロフスクの南約20kmのヴィ

チハ村とさらに南方のヴァザムスカヤ村ではイエスズメが観察されたがピキン川流域のレスピ

リエ村，ヴェルフヌイ・ベレヴァル村，クラフヌィ・ヤル村で、はスズメしか見られていなし、。

またケドロヴァヤ・パジ自然保護区のYu.SHIBNEV博士からの情報によるとイエスズメはウ

スリー地方ではウスリースク市まで南下しているがウラジオストックにはまだ達していないと

のことだったという。

一方サハリンでは，今回観察できたオノール以南の地域ではイエスズメはまったく見られ

なかったので、あるが，福田 (1991)によるオハでの記録以外は，これまでのサハリンの動物相

や鳥類に関する報告 (ZEMBITSKAYA1979， NECHAEV 1981， ZEMBITSKAYA & NEVEROVA 

1982， VORONOV 1982， NECHAEV 1983，尾崎 1989)にはスズメとニューナイスズメの記録は

あるがイエスズメの記録はまったくなし、。これらのことから見て，サハリンへのイエスズメの

進出は北部のごく一部の地域に限られており，南部にはまだ分布していないものとみてよいだ

ろう。

これらのことから考えると， 1990年に佐野 (1990)によって利尻島で確認されたイエスズ

メ(~ 1，♀ 2)は，サハリンからきたものとは思われず，大陸側からの"飛び火"とみた方が

よさそうである。また佐野(1990)によって繁殖の確証とされたヒナの同定について異論も出

されている(藤岡 印刷中〉ことから，これが定着の始まりとなるかどうかも今後慎重に見守

る必要があると思われる。

また，今世紀の前半にハパロフスク市に侵入したイエスズメが， ヨーロッパ型の都市であ

るここの市街地でおよそ50年後の現在もスズメに対して優勢になれないでいることも，当初の

一般的な予想には反することである。その原因は今のところまだわからないが，ただ，今回の

調査で考えられたことの一つは，全域が樹木に覆われている観のあるハバロフスク市街地の特

性である。ハバロフスク市内にはスズメのほかにもシジュウカラ，アカモズ，ムクドリ，コサ

メビタキ，カササギ，チョウゲンボウなどの多くの野鳥が生息しており，それはこうした樹木

の豊富さによるものと見なされている (CHERNYKH1967， ROSL Y AKOV 1984)。スズメはその

ラテン名 montanusや英名Treesparrowが示すように， ヨーロッパでは山林に生息する習性

を持っている種類であり，このことが樹木の多いことを特色とする極東ロシアの諸都市でイエ

スズメに対する優勢を保持し続けている要因となっている可能性もあると思われた。ハパロフ
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スク市内でのイエスズメの居住地がもっとも樹木の少ない雑踏地に限られたいたことからも，

こうした見方ができそうである。さらに， 1970年代の末から 80年代の初めにかけてあいついで

カムチャッカに移入されたスズメとイエスズメのうち，スズメはさかんに分布域をひろげつつ

あるがイエスズメは導入された地点(ポグラニチュヌイ村)に止まっている CLOVKOV1989) 

ことから，極東の市街地ではイエスズメが必ずしもヨーロッパと同様に優勢になるとは限らな

い可能性も，現時点では否定できないだろう。

ヨーロッパ文明圏の拡大にともなってその分布域を世界的に拡げた，典型的な市街地生の

鳥であるイエスズメとアジアの市街地の在来種であるスズメとの関係は，侵入種と在来の近縁

種との種間競争の研究対象としてきわめて興味深いものである。極東地域に侵入しているイエ

スズメの生態と動向に関するより広範な調査の実現を期待したい。
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Summary 

The distributions of the House Sparrow， Pa坦serdomesticus， which has invaded the Far 

East from Europe since the early part of the Twentieth Century， and the Tree Sparrow， P. 

montanus， a native species of Asia， have been observed in Khabarovsk City， Primorskij and 

cities in sou仕lemSakhalin during the summers of 1989-91. 

It appears that the Tree Sparrow still predominates in Khabarovsk. Some House Spar-

rows， however， have been spotted in the most urbanized three small quarters of the city， the 

Khabarovsk Station area， the downtown and the airport. In these areas， the House Sparrow 

and Tree Sparrow coexists and feeds together. 

The reason出atthe House Sparrow， regarded as the species better adapted to urban life， 

has failed to become dominant to the Tree Sparrow， even after 50 years of habitation in 

Khabarovsk， is likely due to the city's peculiar environment with a full landscape of greenery 

and roadside trees in most part of the city. 

N 0 House Sparrow has been observed in southem Sakhalin cities， while the Tree Sparrow 

is common. It has been determined出atthe House Sparrow has not as yet penetrated into the 

southem region of Sakhalin. Therefore， it has also been concluded that the House Sparrow， 

first recorded at Rishiri Island， Hokkaido in 1990 by Sano (1990)， has immigrated not from 

Sakhalin but from Primorskij. 


